
は
じ
め
に

江
戸
時
代
、
福
岡
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷
が
中
之
島
に
あ
っ
た
が
、
国
元
か
ら
来
坂

し
て
勤
務
に
あ
た
っ
た
武
士
の
日
記

浪
速
詰
方
日
記
（
以
下
、
本
稿
で
は
詰

方
日
記
と
表
記
）
が
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
伝
わ

る
の
は

初
度
目

二
度
目

四
度
目

と
題
さ
れ
た
三
冊
な
の
で
、
三
度
目

の
来
坂
時
の
記
録
は
失
わ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
こ
れ
ら
は
す
で
に
、
商
業
史
博
物

館
の
史
料
叢
書
第
三
巻

蔵
屋
敷

に
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
小

田
忠
氏
が

浪
速
詰
方
日
記

を
読
む

大
阪
蔵
屋
敷
に
勤
務
す
る
武
士
た
ち

と
し
て

大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要

第
三
号
に
、
日
記
が
記
さ

れ
た
時
代
の
動
向
等
も
含
め
て
詳
し
い
論
考
を
著
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
、
こ
の

日
記
に
多
数
の
芸
能
関
連
記
事
が
含
ま
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
の
も
小
田
氏
の
論

考
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
の
成
果
に
拠
る
と
こ
ろ
は
大
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

氏
の
論
考
は
そ
の
時
代
を
総
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
個

別
の
記
事
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

筆
者
は
専
門
分
野
で
あ
る
芸
能
関
係
の
記
事
に
的
を
絞
り
、
そ
れ
ら
を
芸
能
ジ
ャ

ン
ル
別
に
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
詰
方
日
記
に
記
さ
れ
た
芸

能
興
行
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
大
坂
に
お
け
る
芸
能

興
行
の
総
体
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
ず
、
こ
の
詰
方
日
記
の
基
本
的
な
性
格
と
、
記
載
時
期
に
つ
い
て
触
れ
て
お

く
。こ

の
日
記
の
筆
者
は
、
福
岡
藩
勘
定
奉
行
の
大
岡
克
俊
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
お
り
、
小
田
氏
の
前
掲
論
文
に
も
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

浪
速
詰
方
日
記

芸
能
関
係
記
事
の
考
察

中

川

桂



残
さ
れ
た
日
記
三
冊
の
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
福
岡
を
発

つ
と
こ
ろ
か
ら
記
載
が
始
ま
る
が
、
大
坂
へ
の
到
着
、
ま
た
大
坂
を
離
れ
る
月
日

に
つ
い
て
も
示
し
た
。

【
初
度
目
】
天
保
十
一
年
（
一
八
四

）
二
月

同
十
二
年
（
一
八
四
一
）
四
月

三
月
十
七
日
着
坂

四
月
二
十
二
日
離
坂

【
二
度
目
】
嘉
永
三
年
（
一
八
五

）
一
月

同
四
年
（
一
八
五
一
）
三
月

二
月
十
二
日
着
坂

三
月
二
十
四
日
離
坂

【
四
度
目
】
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
七
月

同
二
年
（
一
八
六
二
）
七
月

十
月
十
一
日
着
坂

七
月
七
日
離
坂

記
事
内
容
は
主
に
経
済
活
動
に
関
す
る
職
務
で
あ
る
が
、
出
入
り
の
商
人
ら
大

坂
の
町
人
と
の
付
き
合
い
も
数
多
く
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、
主
に
蔵
屋
敷
に

関
係
す
る
有
力
商
人
を
通
じ
て
、
芸
能
と
の
か
か
わ
り
が
見
ら
れ
る
。

な
お
、
詰
方
日
記
の
引
用
は
基
本
的
に
前
掲
史
料
叢
書
の
翻
刻
に
よ
っ
た
が
、

疑
問
が
あ
る
個
所
な
ど
部
分
的
に
商
業
史
博
物
館
所
蔵
の
原
本
を
確
認
し
た
。

一

能
楽

日
記
か
ら
確
認
さ
れ
る
芸
能
関
係
記
事
の
中
で
は
、
能
楽
（
能
・
狂
言
）
に
か

か
わ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
江
戸
時
代
に
は
能

が
幕
府
の
式
楽
で
あ
り
、
武
士
身
分
で
あ
る
大
岡
克
俊
に
と
っ
て
も
能
と
の
か
か

わ
り
が
最
も
強
か
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、
上
層
町
人

で
あ
る
惣
年
寄
が
能
と
深
い
か
か
わ
り
を
有
し
て
い
た
具
体
例
を
紹
介
し
て
い

る
。

（

）

ま
た
、
天
満
天
神
（
現
・
大
阪
天
満
宮
）
の
神
主
で
あ
る
滋
岡
家
も
能
と
強

い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
滋
岡
家
の
十
二
代
目
と
な
る
功
長
父
子
が
大
倉
宣
義
か
ら

鼓
を
教
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
谷
節
子
氏
の

能
役
者
の
雅
交

大
倉
宣
義
と

大
坂
天
満
宮
神
主
滋
岡
家
を
め
ぐ
っ
て

（
芸
能
史
研
究

一
四
九
号
）
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
武
士
身
分
の
福
岡
藩
士
は
、
そ
れ
ら
よ
り
も
さ
ら
に
強
い
関
係

を
有
し
て
い
た
様
子
が
、
こ
の
詰
方
日
記
か
ら
う
か
が
え
る
。

能
関
係
の
記
事
は
多
数
に
上
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
逐
一
検
討
す
る
こ
と
は
避
け

る
。
総
体
に
つ
い
て
は
別
表
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

ひ
と
く
ち
に
能
と
の
か
か
わ
り
と
い
っ
て
も
、
時
代
に
よ
り
多
少
の
特
徴
の
違

い
も
あ
り
、
ま
た
能
の
鑑
賞
と
、
素
養
と
し
て
の
謡
で
も
性
質
が
異
な
る
の
で
、

こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
特
質
ご
と
に
考
察
す
る
。

（
一
）
天
保
十
一
、
十
二
年
の
能
見
物

天
保
十
一
年
（
一
八
四

）
四
月
十
一
日
の
詰
方
日
記
に
は
次
の
記
事
が
あ

る
。

一
、
十
一
日

曇
後
雨

楢
村
常
舞
台
ニ
而
能
興
行
、
見
物
罷
越
。
廣
田
同

道
。
番
組
別
紙
在
。
夜
河
佐
行
。
南
部
初
跡
よ
り
来
候
。

こ
れ
は
楢
村
常
舞
台
で
の
能
興
行
を
見
物
し
た
と
の
記
事
で
、
文
中
に
は

番

組
別
紙
在

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
確
認
で
き
な
い
。
大
坂
で
は
幾
つ
か
の
常
舞
台

が
公
儀
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
た
。
楢
村
の
舞
台
は
元
来
は
堀
江
新
地
に
認
め
ら
れ

た
常
舞
台
の
権
利
を
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
に
こ
の
地
に
移
す
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
主
に
江
戸
末
期
の
能
興
行
に
使
用
さ
れ
た
、
西
天
満
に
あ
っ
た
能
舞
台



浪速詰方日記 芸能関係記事の考察

表 浪速詰方日記 の能関係記事一覧

年 月 日 場 所 内 容
天保 ． ． 楢村常舞台 能興行見物

． 楢村常舞台 翁 加茂 熊野 谷行 善知鳥 是界 二人大名
引くゝり 靭猿 宗論

． 堂嶋・池卯宅 講（謡カ）講、聞きに行く
． 楢村常舞台 能興行、昼後暫時見物 定家 国栖 児流鏑馬

． ． 御長屋 謡講催す
． 御長家 謡講催す
． 楢村常舞台 能興行、昼後より見物

嘉永 ． ． 船町
小松原伝四郎宅

能興行見物 翁 白髭 俊成忠則 小原御幸 鉢木牛馬
悪太郎 連歌十徳 金津地蔵 白髭の間勧進聖

． 小松原宅 能見物 田村 井筒…段ノ序 大会 海士…変生男子
熊坂 平 囃 御茶ノ水 うつほ猿

． 楢村常舞台 能興行 絵馬 関原与一 花がたみ 舞入 道成寺
船弁慶 語船唄 靭猿 武悪 簸屑 木六駄

． 楢村常舞台 能興行 小督 二人静 乱 正尊 是界
粟田口 素ほう落 瓜ぬす人 鈍太郎

． 小松原伝四郎宅 稽古能、昼後見物 歌占 江口 唐船 長良 黒塚
鬼丸 鴈礫 二人袴 痩松

． 小松原能見物 放下僧 柏崎 芦刈 融 竜虎 口まねむこ 縄ない
十 千切木

． 拙者御長家 謡講 加茂 井筒 安宅 独吟・卒塔婆小町 邯鄲
一調・弱法師 夜討曾我 鵜ノ段 白楽天

． 小松原宅 能興行 広岡桟敷で ・ 両日とも見物
枕慈童 俊寛 小鍛冶 百万 夜討曽我 膏薬練
不見不聞 腥物 雷

． 小松原宅 能興行 鵜飼 羽衣 山姥 高野物狂 昭君 巴
一調・梅枝 松山鏡 語鱸包丁 烏頭 殺生石 鶏流
蟹山伏 悪坊 武悪

． 小松原宅 能興行、広岡桟敷へ 玉井 飛鳥川 小袖曽我 国栖
船弁慶 塗附 入間川 柿山伏 文荷

． 小松原宅 能興行 通盛 熊野 邯鄲 歌占 野守
二千石 井杭 惣八 狐塚

． ． 御長家 謡講 鶴亀 熊野 弱法師 猩々 一調・松風
笠之段 放下僧 景清 八嶋 松虫

． 小松原宅 能興行、廣岡桟敷で見物 翁 養老 松風 葵上 昭君
大仏供養 鶏むこ 飛越 連歌盗人 棒しばり

． 小松原宅 能見物 春栄 花筐 是界 藤戸 烏帽子折 竹生嶋参
清水座頭 千鳥 鏡男

文久元． ． 壱番長屋 謡講 難波 橋弁慶 羽衣 俊寛 安達原
養老 項羽 船弁慶 ほか仕舞・一調など

． ． （不明） 鈴木藤次郎能興行につき、祝儀金百疋贈る。見物には行か
ず

． 楢村常舞台 脇師浅野清左衛門先代追善能見物 祝儀金百疋遣わす。同
道の向きよりも一封遣わす 蟻通 熊野 望月 羅生門
春栄 融 昆布売 真奪 伊文字 簸屑

． （不明） 謡講 弱法師 草子洗 藤戸 鞍馬天狗 祝言
仕舞・蝉丸 烏頭 独吟・小袖曽我 加茂 日本記
淡路 七騎落



で
あ
る
（
拙
稿

近
世
後
期
大
坂
の
能
常
舞
台
〔
芸
能
史
研
究

一
三
一
号
〕

参
照
）。

こ
の
日
の
演
能
に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
う
ど
惣
年
寄
の
永
瀬
幾
代
介
が
書
き
留
め

た
一
連
の
記
録
（
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
）
の
う
ち
、
天
保
十
一
年
の

公
私
日
録

に
記
事
が
あ
る
の
で
以
下
に
引
用
す
る
。

一
、
於
楢
村
常
舞
台
、
桜
川
金
作
興
行
稽
古
能
有
之
、
両
人
共
罷
越
。

三
次
郎

権
兵
衛

権
兵
衛

鉄
輪

松
風

檀
風

金
作

融

雨
天
ニ
付
後
チ
シ
テ
斗
。

三
次
郎

船
弁
慶

語

延
引

こ
ち
ら
の
記
述
内
容
か
ら
、
詰
方
日
記
の
催
し
は
桜
川
金
作
に
よ
る
稽
古
能
で

あ
っ
た
こ
と
や
、
ま
た
そ
の
日
の
曲
目
が
明
ら
か
に
な
る
。
詰
方
日
記
に
も

曇

後
雨

と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
途
中
か
ら
天
気
が
崩
れ
て

融

は
後
場
の
み
が

行
わ
れ
、
ま
た

船
弁
慶

の
語
り
は
延
引
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

同
年
四
月
二
十
二
日
の
詰
方
日
記
に
も

於
楢
村
常
舞
台
能
興
行
有
之

と
あ

り
、
以
下
の
よ
う
に
番
組
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。

能
組

翁

加
茂

熊
野

谷
行

善
知
鳥

是
界

二
人
大
名

引
く
ゝ
り

靭
猿

宗
論

翁

以
下
、
是
界

ま
で
が
能
、
二
人
大
名

か
ら

宗
論

ま
で
が
狂

言
の
曲
名
で
あ
る
。
実
際
の
上
演
で
は
ま
ず
儀
式
的
な

翁

が
演
じ
ら
れ
た

後
、
能
の
次
に
狂
言
、
と
い
う
順
序
で
演
じ
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
日
は

加
茂

の
次
に

二
人
大
名
、
そ
の
次
が

熊
野

…
と
い
う
順
序
で
演
じ
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
二
十
二
日
も
永
瀬
幾
代
介
が
見
物
に
出
か
け
た
こ
と

が

公
私
日
録

の
記
述
か
ら
分
か
る
が
、
大
岡
の
詰
方
日
記
と
較
べ
る
と

翁

が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
後
は
同
じ
曲
名
が
控
え
ら
れ
て
い
る
。
永

瀬
の
日
録
か
ら
は
、
こ
の
催
し
に
つ
い
て
も

稽
古
能

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。同

年
十
月
十
六
日
の
詰
方
日
記
に
は
以
下
の
記
事
が
あ
る
。

於
楢
村
能
興
行
有
之
、
鴻
池
永
七
郎
・
彦
市

申
遣
し
参
。
昼
後
暫
時
見
物

罷
越
。

定
家

国
栖

児
流
鏑
馬

前
後
ハ
見
物
不
致
。

昼
か
ら
暫
時
見
物
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
催
し
全
体
の
中
盤
の
み
見
物
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
日
の
演
能
に
つ
い
て
も
永
瀬
の
日
録
に
、
以
下

の
記
載
が
あ
る
。

一
、
大
蔵
流
狂
言
師
素
人
藤
田
彦
四
郎
事
改
名
、
三
十
郎
義
、
此
度
黒
人
ニ

相
成
候
付
、
今
日
為
右
弘
稽
古
能
有
之
候
。

黒
人
は
玄
人
の
意
で
あ
る
が
、
こ
の
日
の
能
興
行
は
、
藤
田
三
十
郎
の
披
露
目

の
た
め
の
稽
古
能
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
詰

方
日
記
に
は
翌
天
保
十
二
年
四
月
二
十
一
日
に
も
楢
村
の
能
興
行
を
昼
か
ら
見
物

し
た
と
の
記
事
が
あ
る
が
、
天
保
年
間
に
見
ら
れ
る
能
見
物
は
す
べ
て
天
満
楢
村

に
お
い
て
の
も
の
で
あ
る
。

（
二
）
嘉
永
か
ら
文
久
年
間
の
能
見
物

嘉
永
三
年
（
一
八
五

）
か
ら
四
年
に
か
け
て
の
、
二
度
目
の
詰
方
日
記
に

は
、
能
関
係
の
記
事
が
多
数
見
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
こ
の
時
期
の
能
記
事
に
は
目



立
っ
た
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
小
松
原
伝
四
郎
と
の
交
流
で
あ
る
。

さ
き
に
小
松
原
伝
四
郎
に
つ
き
、
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
宮
本
圭
造
氏

紀
州
藩
お
抱
え
能
役
者
の
動
向

和
歌
山
県
立
文
書
館
所
蔵
御
役
者
の
由
緒
書

を
紹
介
し
て

（
大
阪
大
学
芸
術
学
・
芸
術
史
講
座

フ
ィ
ロ
カ
リ
ア

十
四

号
）
に
よ
れ
ば
、
幕
末
の
紀
州
藩
お
抱
え
の
藩
士
を
記
し
た

文
久
紀
士
鑑

に

御
役
者
大
坂
住
小
鼓

小
松
原
伝
四
郎

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
伝
四
郎
は
紀

州
藩
お
抱
え
の
小
鼓
役
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
紀
州
藩
お
抱
え
の

能
役
者
が
藩
に
提
出
し
た
由
緒
書
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
と
も
に
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
提
出
の
先
祖
書
と
親
類
書
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
先
祖
書
に
よ
れ

ば
、
文
化
十
二
年
時
点
の
お
抱
え
役
者
で
あ
っ
た
小
松
原
伝
右
衛
門
は
、
先
祖

代
々
紀
州
に
住
ま
い
し
て
お
り
、
万
治
年
中
（
一
六
五
八

六
一
）
に
大
坂
へ
移

住
し
た
。
伝
右
衛
門
自
身
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
召
し
出
だ
さ
れ
、
文
化

四
年
に
お
抱
え
役
者
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
親
類
書
に
は
、
伝
右
衛
門
の
一
族

に
つ
き

総
領

小
松
原
伝
四
郎

と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
伝
四
郎
が
伝
右
衛

門
の
長
男
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
父
の
伝
右
衛
門
は
文
化
三
年
の

乱

舞
人
物
録

に
、
大
坂
住
の
紀
州
御
役
者
で
大
倉
流
小
鼓
方
と
出
て
い
る
。

で
は
ま
ず
、
嘉
永
三
年
二
月
二
十
六
日
か
ら
翌
二
十
七
日
に
か
け
て
の
詰
方
日

記
の
記
事
を
以
下
に
示
す
。

一
、
廿
六
日

今
明
日
、
船
町
小
松
原
伝
四
郎
宅
能
興
行
有
之
。
廣
岡
久
右

衛
門
案
内
ニ
而
見
物
罷
越
。
上
野
又
蔵
・
中
村
甚
蔵
・
宗
弥
一
郎
同
道
。

御
小
人
為
次
召
連
。

能
組

翁

白
髭

俊
成
忠
則

小
原
御
幸

鉢
木

大
江
山

牛
馬

悪
太
郎

連
歌
十
徳

金
津
地
蔵

白
髭
之
間

観
（
勧
）

進
聖

一
、
廿
七
日

晴

小
松
原
宅
能
見
物
、
七
時
相
済
。
後
席
九
郎
右
衛
門
丁

堺
屋
辰
三
郎
方
へ
船
ニ
而
参
。（
中
略
）

能
組

田
村

井
筒

段
ノ
序

大
会

海
士
変
生
男
子

熊
坂

平

囃

御
茶
ノ
水

う
つ
ほ
猿

大
岡
は
両
日
に
わ
た
り
、
小
松
原
宅
へ
能
見
物
に
出
か
け
て
い
る
が
、
こ
の
両

日
に
つ
い
て
は
、
天
満
天
神
の
神
主
家
で
あ
る
滋
岡
家
が
記
し
た
日
記
類
の
う

ち
、
嘉
永
三
年
の

日
記
仮
控
（
大
阪
大
学
日
本
史
研
究
室
蔵
）
に
も
記
載
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
の
当
主
（
正
確
に
は
神
主
就
任
以
前
）
の
滋
岡
功
長

も
、
こ
の
時
に
小
松
原
宅
へ
足
を
運
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に

日
記

仮
控

に
見
ら
れ
る
両
日
の
記
事
を
示
す
。

・
二
月
二
十
六
日

一
、
齋
藤
町
小
松
原
宅
能
見
物
へ
行
。
家
内
召
連
行
。
又
、
座
摩
渡
辺
近
江

守
も
同
道
也
。（
中
略
）
有
功
卿
の
和
歌
短
冊
一
枚
、
小
松
原
伝
四
郎
、

座
摩

被
送
事
候
。

小
松
原
へ

青
松
の
花
の
む
し
ろ
の
わ
た
も
あ
れ
と

小
松
か
原
に
し
く

も
の
ハ
な
し

有
功

右
、
小
松
原
所
望

被
送
事
候
。

・
二
月
二
十
七
日

浪速詰方日記 芸能関係記事の考察



一
、
小
松
原
能
今
日
も
有
之
候
故
、
家
内
召
連
行
。
昨
今
要
人
留
守
ヲ
頼
入

候
事
、
代
ニ
社
ヘ
ハ
小
林
左
内
出
ス
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
小
松
原
に
和
歌
を
記
し
た
短
冊
が
贈
ら
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
が
、
演
能
の
内
容
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
は
大
岡
の
日

記
が
小
松
原
宅
で
の
上
演
曲
目
を
知
り
う
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
小
松
原
宅
の
所
在
地
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
て
お
く
。
そ
の
所
在
地

を
、
詰
方
日
記
で
は
船
町
、
滋
岡
家
日
記
で
は
斎
藤
町
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
両

町
は
、
筑
前
の
蔵
屋
敷
か
ら
南
へ
向
か
い
筑
前
橋
を
渡
っ
て
少
し
東
に
あ
る
、
西

横
堀
に
接
す
る
町
で
、
北
に
船
町
、
南
に
斎
藤
町
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
町
は

隣
接
し
て
お
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
筑
前
の
蔵
屋
敷
か
ら
程
近
い
場
所
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
地
理
的
な
便
宜
も
、
小
松
原
と
の
交
流
の
一
因
に
な
っ
た
と
考
え
る

の
は
あ
な
が
ち
無
理
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
職
分
で
あ
る
大
坂
の
能
役
者
の
住
所
と
姓
名
を
記
し
た

芸
道
職

分
規
定
書
（
嘉
永
七
年
〔
一
八
五
四
〕
）
（

）
に
は
、
伝
四
郎
の
父
で
あ
る
伝
右
衛

門
の
住
所
に
つ
い
て

斉
（
マ
マ
）

藤
町
尼
ケ
崎
橋
筋
北
江
入
東
側

と
記
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
伝
四
郎
が
父
で
あ
る
伝
右
衛
門
の
居
住
地
に
そ
の
ま
ま
住
ま
い
し
て

い
た
可
能
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
点
、
ま
た
大
岡
は
他
国
の
者
で
あ
る
の
に
対

し
、
滋
岡
は
地
元
の
地
名
に
詳
し
い
と
思
わ
れ
る
点
を
考
え
て
も
、
彼
の
居
所
は

斎
藤
町
と
見
る
の
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
滋
岡
家
の
日
記
類
に
は
こ
の
前
後
、
小
松
原
伝
四
郎
と
の
交
友
を
示
す

記
事
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
詰
方
日
記
の
考
察
か
ら
は
や
や
逸
れ
る
が
、

参
考
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
事
項
が
見
ら
れ
る
か
を
挙
げ
て
お
く
（
記
事
冒
頭
は
順

に
年
、
月
、
日
）。

弘
化
二
、
五
、
一
九

小
松
原
伝
四
郎
入
来
、
当
月
二
十
八
日
の
囃
子
奉
納
に
つ

い
て
。

三
、
八
、
一

小
松
原
伝
一
郎
方
よ
り
催
能
番
組
来
る
。

八
、
四

小
松
原
へ
祝
儀
銀
一
両
持
た
せ
遣
わ
す
。

十
、
二
二

小
松
原
宅
で
追
善
能
、
見
物
に
行
く
。

十
、
二
四

小
松
原
宅
へ
こ
の
間
の
桟
敷
料
、
金
二
百
疋
持
た
せ
遣
わ

す
。

十
、
二
七

小
松
原
宅
催
能
の
雑
費
割
り
方
書
付
を
、
寺
井
・
小
谷
へ

遣
わ
す
。

四
、
正
、
一
九

小
松
原
松
囃
子
に
つ
き
行
く
。

八
、
一
一

小
松
原
能
へ
家
内
召
連
れ
行
く
。

五
、
三
、
二
三

小
松
原
へ
金
百
疋
遣
わ
す
。

五
、
九

小
松
原
宅
能
見
物
に
四
人
で
出
向
く
。
桟
敷
料
計
二
百

疋
、
う
ち
百
疋
を
功
長
負
担
。

嘉
永
元
、
七
、
二
九

小
松
原
伝
四
郎
へ
一
調
の
門
会
へ
行
く
。

七
、
三

昨
日
の
礼
に
金
百
疋
送
る
。

八
、
一
一

小
松
原
へ
行
き
、
銀
一
両
遣
わ
す
。
倅
が
獅
子
を
、
初
め

て
去
る
七
日
に
勤
め
た
祝
儀
。

八
、
二
六
・
二
七

小
松
原
能
へ
家
内
召
連
れ
行
く
。

九
、
五

奉
納
囃
子
和
楽
講
、
小
松
原
の
方
也
。



一
一
、
六

小
松
原
能
へ
家
内
召
連
れ
行
く
。

一
一
、
七

今
日
も
小
松
原
能
へ
数
人
で
出
向
く
。

一
一
、
八

小
松
原
へ
祝
儀
一
両
送
る
。

二
、
二
、
一
三

小
松
原
伝
四
郎
の
、
当
月
十
七
、
十
八
日
両
日
の
能
見
物

を
断
る
。
祝
儀
銀
一
両
は
送
る
。

二
、
一
七

小
松
原
能
今
日
、
明
日
あ
り
。

五
、
二
五

小
松
原
伝
四
郎
入
来
、
来
ル
三
十
日
奉
納
囃
子
の
件
を
申

し
来
る
。

詰
方
日
記
に
先
述
の
ご
と
く
小
松
原
宅
で
の
能
開
催
の
記
事
が
あ
っ
た
、
こ
の

嘉
永
三
年
二
月
に
は
、
滋
岡
の
日
記
に
は
以
下
の
記
事
が
あ
る
の
で
示
し
て
お

く
。

二
月
六
日

一
、
小
松
原
伝
四
郎
方
へ
稽
古
ニ
出
候
処
、
よ
め
安
産
也
。
女
子
出
生
。
仍

て
安
産
見
舞
小
鯛
五
枚
、
又
さ
け
二
升
、
祝
ニ
小
松
原
へ
送
也
。

こ
の
記
事
か
ら
、
滋
岡
が
小
松
原
に
稽
古
を
つ
け
て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
こ
れ
に
続
き
、
さ
き
に
示
し
た
二
月
二
十
六
、
二
十
七
両
日
の
記
事
が
あ

り
、
そ
の
後
は
、

嘉
永
三
、
三
、
一
一

小
松
原
よ
り
使
い
あ
り
。
出
生
の
女
子
初
め
て
入

来
。

三
、
一
九

小
松
原
伝
四
郎
入
来
。

五
、
六

小
松
原
へ
明
日
、
明
後
日
の
能
祝
儀
銀
壱
両
遣
わ

す
。

五
、
二
一

小
松
原
奉
納
囃
子
あ
り
。

と
い
っ
た
記
事
が
続
い
て
お
り
、
滋
岡
と
小
松
原
が
親
密
に
交
際
し
て
い
た
様
子

が
伺
え
る
。

さ
て
、
詰
方
日
記
の
内
容
に
戻
る
と
、
こ
れ
以
後
も
小
松
原
宅
で
の
演
能
を
示

す
記
事
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。
な
お
、
以
下

の
記
事
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
裏
付
け
と
な
る
よ
う
な
他
史
料
の
記
録
は
見
出

せ
て
い
な
い
。

・
嘉
永
三
年
五
月
七
日

小
松
原
伝
四
郎
宅
稽
古
能
有
之
。
廣
岡
案
内
ニ
付
昼
後
見
物
罷
越
。

九
郎
右
衛
門

三
次
郎

九
郎
右
衛
門

三
次
郎

禎
之
助

歌
占

江
口

唐
船

長
良

黒
塚

鬼
丸

鴈
礫

二
人
袴

痩
松

・
嘉
永
三
年
五
月
八
日

小
松
原
能
見
物
、
上
野
・
宗
・
高
瀬
。

禎
之
助

九
郎
右
衛
門

禎
之
助

三
次
郎

九
郎
右
衛
門

放
下
僧

柏
崎

芦
刈

融

遊
曲

竜
虎

口
ま
ね
聟

縄
な
い

十

千
切
木

こ
れ
ら
は
小
松
原
の
自
宅
で
二
日
間
、
稽
古
能
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
シ
テ
を
務
め
て
い
る
の
は
片
山
九
郎
右
衛
門
、
野
村
三
次
郎
、

野
村
禎
之
助
の
三
名
で
あ
る
。

・
嘉
永
三
年
八
月
二
十
日

浪速詰方日記 芸能関係記事の考察



小
松
原
宅
能
興
行
有
之
、
例
之
通
廣
岡
桟
敷
へ
見
物
罷
越
。
上
田
・
宗
・
高

瀬
・
清
水
同
道
。
但
両
日
催
有
之
、
両
日
共
罷
越
。

能
組

三
次
郎

禎
之
助

三
次
郎

禎
之
助

枕
慈
童

俊
寛

小
鍛
冶

百
万

夜
打
（
マ
マ
）
曽
我

か
う
薬
練

不
見
不
聞

腥
物

雷

・
嘉
永
三
年
八
月
二
十
一
日仕

舞

三
次
郎

禎
之
助

三
次
郎

鵜
飼

羽
衣

山
姥

高
野
物
狂

昭
君

巴

小
鼓

太
鼓

森
源
六

一
調

梅
枝

小
松
原

松
山
鏡

橋
本
熊
三
郎

語

鱸
包
丁

烏
頭

殺
生
石

鶏
流

蟹
山
伏

悪
坊

武
悪

一
調

で
は
二
十
一
日
に
小
鼓
で

梅
枝

が
披
露
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

演
奏
者
が
小
松
原
伝
四
郎
で
あ
ろ
う
。

・
嘉
永
三
年
十
一
月
十
一
日

小
松
原
宅
能
興
行
有
之
、
例
之
通
廣
岡
桟
敷
へ
案
内
罷
越
。
上
田
・
青
柳
・

中
村
・
入
江
。

能
組

九
郎
右
衛
門

禎
之
助

禎
之
助

九
郎
右
衛
門

玉
井

飛
鳥
川

小
袖
曽
我

国
栖

三
次
郎

脇
語

舟
歌

船
弁
慶

齋
賀
猪
平

鷺
源
右
衛
門

塗
附

入
間
川

柿
山
伏

文
荷

・
嘉
永
三
年
十
一
月
十
二
日

右
同
断
。

禎
之
助

九
郎
右
衛
門

三
次
郎

禎
之
助

九
郎
右
衛
門

通
盛

熊
野

甘
単

歌
占

野
守

（
邯
鄲
）

二
千
石

井
杭

宗
（
マ
マ
）

八

狐
塚

後
席
船
ニ
而
堺
達
方
へ
参
候
、
上
田
・
廣
川
・
青
柳
・
川
邊
。

・
嘉
永
四
年
二
月
十
八
日

小
松
原
宅
能
興
行
、
毎
之
通
り
。
廣
岡
桟
敷
へ
見
物
罷
越
。
上
田
・
廣
川
・

青
柳
・
清
水
。
後
席
堺
屋
辰
三
郎
方
へ
参
。

三
次
郎

金
剛
一
次
郎

尾
木
平
十
郎

三
次
郎

翁

養
老

薬
水

松
風

葵
上

昭
君

石
山
五
郎
助

大
仏
供
養

鶏
聟

飛
越

連
歌
盗
人

棒
し
ば
り

・
嘉
永
四
年
二
月
十
九
日

能
見
物
前
日
の
通
。

高
村
雅
太
郎

三
次
郎

平
十
郎

一
次
郎

三
次
郎

春
栄

花
筐

是
界

白
頭

藤
戸

烏
帽
子
折

竹
生
嶋
参

清
水
座
頭

千
鳥

か
ゝ
み
男



以
上
に
引
い
た
よ
う
に
、
小
松
原
宅
で
稽
古
能
が
催
さ
れ
る
場
合
は
二
日
続
け

て
、
曲
目
を
代
え
て
行
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
テ

の
役
者
も
あ
る
程
度
固
定
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
丁
寧
に
控
え
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、
狂
言
に
つ
い
て
は
曲
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
て
役
者
名
に
は
触
れ
て
い

な
い
点
は
、
大
岡
の
関
心
の
差
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
嘉
永

三
年
十
一
月
十
二
日
と
、
同
四
年
二
月
十
八
日
の
終
演
後
に
は
、
堺
屋
辰
三
郎
方

（
前
者
で
は

堺
達

と
表
記
）
へ
出
向
い
て
い
る
。
お
そ
ら
く
酒
宴
を
催
し
た

の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
特
徴
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
小
田
氏
の
前
掲
論
文

や
、
そ
れ
に
先
立
つ
宮
本
又
次
氏

大
阪
の
蔵
屋
敷
と
蔵
役
人
（
大
阪
の
研

究

第
三
巻
所
収
）
に
も
、
蔵
屋
敷
役
人
の
接
待
と
し
て
曽
根
崎
新
地
や
新
町
が

栄
え
た
こ
と
が
論
及
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
曽
根
崎
新
地
の
一
流
の
茶
屋
は

振

舞
茶
屋

と
称
さ
れ
て
頻
繁
に
利
用
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
堺
屋
辰
三
郎

は
、
道
頓
堀
の
九
郎
右
衛
門
町
に
位
置
す
る
茶
屋
で
あ
る
（
小
田
氏
前
掲
論
文
に

よ
る
）。

次
に
、
小
松
原
と
は
直
接
関
係
の
な
い
能
興
行
を
示
す
も
の
に
つ
い
て
見
て
お

き
た
い
。
以
下
に
表
れ
る
能
の
上
演
場
所
は
、
い
ず
れ
も
楢
村
で
あ
る
（
嘉
永
年

間
二
件
、
文
久
年
間
一
件
）。

嘉
永
三
年
三
月
二
十
四
日
の
詰
方
日
記
に
は

楢
村
常
舞
台
ニ
而
能
興
行
有

之

と
あ
っ
て
、
能
お
よ
び
狂
言
の
曲
名
と
、
能
の
シ
テ
役
者
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ち
な
み
に
曲
名
だ
け
を
以
下
に
記
す
と
、
能
が

絵
馬

関
原
与
一

花

筐

舞
入

道
成
寺

船
弁
慶

語

船
哥
（
唄
）
、
狂
言
が

靭
猿

武

悪

簸
屑

木
六
駄

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
日
の
催
し
に
つ
い
て
は
、
浮
世
見
聞
集

第
七
巻
（
大
阪
府
立
中
之
島

図
書
館
蔵
）
に
番
組
の
写
し
が
控
え
ら
れ
て
残
さ
れ
て
い
る

（

）
の
で
、
以
下
に
示

す
。

三
月
廿
四
日

於
楢
村
常
舞
台

能
組

片
山
九
郎
右
衛
門

絵
馬

中
村
弥
三
郎

江
崎
茂
八
郎

松
井
友
三
郎

糟
谷
卯
左
衛
門

橋
本
柵
内

靭
猿

磯
川
徳
五
郎

原

孫
一
郎

古
春
増
五
郎

関
原
与
市

江
崎
千
之
助

石
井
孫
兵
衛

橋
本
又
八
郎

糟
谷
喜
三
郎

武
悪

高
安
又
太
郎

片
山
九
郎
右
衛
門

花
筐

高
賀
猪
平

谷
又
左
衛
門

渡
辺
正
蔵

舞
入

糟
谷
伝
次
郎

簸
屑

森
源
六

柳
川
源
太
郎

古
春
左
衛
門

道
成
寺

中
村
弥
三
郎

石
井

孫
兵
衛

佐
々
木
又
吉

足
立
保
右
衛
門

渡
辺
徳
蔵

浪速詰方日記 芸能関係記事の考察



間

藤
田
三
十
郎

木
六
駄

正
木
直
二

野
村
三
次
郎

船
弁
慶

高
賀
猪
平

石
井
仁
兵
衛

橋
本
熊
三
郎

語

糟
谷
卯
左
衛
門

橋
本
又
八
郎

船
唄

鷺
源
右
衛
門

附
祝
言

始
正
卯
半
時
、
雨
天
ニ
候
ハ

翌
日

文
末
に
記
さ
れ
た
文
言
は
、
番
組
に
初
め
か
ら
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
そ
の
ま

ま
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
大
岡
が
詰
方
日
記
に
記
し
た
の
は
、
こ
れ
と
同

様
の
番
組
の
う
ち
、
そ
の
曲
目
部
分
だ
け
を
書
き
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
年
四
月
十
二
日
の
能
興
行
も
詰
方
日
記
に
記
載
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
他
の

記
録
に
よ
る
確
認
は
で
き
て
い
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
紹
介
す
る
。

於
楢
村
能
興
行
有
之
。
御
蔵
元

案
内
、
見
物
罷
越
。
後
河
佐
。

番
組

野
村
禎
之
助

野
村
三
次
郎

片
山
九
郎
右
衛
門

野
村
三
次
郎

片
山
九
郎
右
衛
門

小
督

二
人
静

乱

正
尊

是
界

粟
田
口

素
袍
落

瓜
ぬ
す
人

鈍
太
郎

ち
な
み
に
、
見
物
後
に
出
向
い
て
い
る

河
佐

は
能
見
物
や
芝
居
見
物
の
際

に
た
び
た
び
訪
れ
て
い
る
が
、
小
田
氏
の
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
曽
根
崎

新
地
二
丁
目
の
茶
屋
で
正
式
に
は
河
内
屋
佐
兵
衛
で
あ
る
。

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
二
月
二
十
七
日
に
は
次
の
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、
四

度
目
詰
方
日
記
に
見
ら
れ
る
公
的
な
場
所
で
の
演
能
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

楢
村
ニ
而
、

脇
師

浅
野
清
左
衛
門
先
代
追
善
之
能
興
行
有
之
。
御
蔵
元

案
内
、
見
物
罷
越
。
清
左
衛
門
江
祝
義
（
儀
カ
）
金
百
疋
遣
。
同
道
之
向

も
一

封
遣
。

生
一
秀
之
助

永
井
喜
太
郎

野
村
三
次
郎

高
村
太
左
衛
門

片
山
九
郎
右
衛
門

蟻
通

熊
野

望
月

羅
生
門

春
栄

濱
田
惣
三
郎

融昆
布
う
り
（
売
）

真
奪

伊
文
字

ひ
く
ず

（
簸
屑
）

但
拙
者
着
盃
兼
用
ニ
而
案
内
帰
路
老
松
丁
鰻
屋
わ
た
平
へ
立
寄
、
夜
食
出

ル
。

こ
の
日
は
終
了
後
に
、
中
之
島
の
近
く
に
あ
た
る
老
松
町
の
鰻
屋
へ
出
か
け
て

い
る
が
、
催
し
の
終
了
後
に
料
理
屋
で
酒
宴
を
催
す
例
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
た
び

た
び
見
ら
れ
た
通
り
で
、
遊
宴
は
頻
繁
に
行
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
三
）
謡
講
な
ど
稽
古
会

詰
方
日
記
か
ら
は
能
の
見
物
の
ほ
か
に
、
素
人
に
よ
る
謡
の
会
も
開
か
れ
て
い

た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
謡
講
と
称
さ
れ
て
い
る
。

謡
講
の
記
事
が
初
め
て
見
ら
れ
る
の
は
天
保
十
一
年
八
月
二
十
二
日
で
あ
る
。

堂
嶋
於
池
卯
宅
講
講
催
有
之
、
聞
ニ
参

と
い
う
簡
単
な
記
事
で
、
講
講

と
あ
る
の
が
謡
講
の
書
き
誤
り
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
推
測
で
き
る
の
は
、
以
降
に

謡
講
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
が
幾
つ
か
見
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
謡

講
の
記
事
の
う
ち
、
曲
目
が
控
え
ら
れ
た
も
の
二
例
を
以
下
に
示
す
。



・
嘉
永
三
年
五
月
二
十
六
日

拙
者
於
御
長
家
謡
講
相
催
。

上
野

七
郎
平

久
右
衛
門

加
茂

佐
平

井
筒

芳
平

安
宅

寸
松

独
吟

卒
塔
婆
小
町

寿
山

甘
（
邯
）
鄲

市
三
郎

一
調

久
右
衛
門

弱
法
師

寿
山

伝
四
郎

夜
打
（
マ
マ
）

曾
我

同
上

鵜
ノ
段

芳
平

伝
右
衛
門

寸
松

白
楽
天

同
上

こ
こ
で
一
調
に
名
前
の
見
え
る
伝
四
郎
、
伝
右
衛
門
は
そ
れ
ぞ
れ
小
松
原
伝
四

郎
、
小
松
原
伝
右
衛
門
で
あ
ろ
う
。

・
嘉
永
四
年
二
月
二
日

於
御
長
家
謡
講
。
鶴
亀

大
西
新
造

熊
野

廣
岡
久
右
衛
門

弱
法
師

鴻
池
芳
平

猩
々

鴻
池
寿
山

一
調

松
風

小
松
原
伝
四
郎

笠
之
段

小
松
原
伝
右
衛
門

放
下
僧

伝
四
郎

景
清

天
王
寺
屋
佐
兵
衛

八
嶋

大

新
造

松
虫

伝
右
衛
門

太
鼓

こ
ち
ら
の
項
か
ら
は
、
先
の
記
事
で
姓
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人
物
が
特
定

で
き
る
。
そ
の
中
で
は
、
廣
岡
久
右
衛
門
が
着
目
し
て
お
く
べ
き
人
物
で
あ
る
。

廣
岡
は
福
岡
藩
出
入
り
の
御
用
商
人
と
み
ら
れ
る
。
と
く
に
小
松
原
宅
で
の
能
興

行
の
際
に
大
岡
を
同
道
し
、
廣
岡
桟
敷

で
見
物
し
た
と
の
記
事
が
度
々
見
ら

れ
る
。
こ
の
廣
岡
が
小
松
原
の
門
弟
で
あ
っ
た
た
め
、
大
岡
は
小
松
原
宅
の
演
能

や
、
こ
の
よ
う
な
謡
講
に
顔
を
出
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
文
久
元
年
十
二
月
八
日
の
謡
講
で
は
、
謡
の
曲
目
が
記
さ
れ
て
い
る

ほ
か
仕
舞
、
一
調
な
ど
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
文
久
二
年
六
月
七
日

に
も
謡
と
仕
舞
、
独
吟
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
筆
者
で
あ
る
大

岡
克
俊
の
名
は
出
て
こ
な
い
た
め
、
自
身
が
稽
古
に
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
廣
岡
と
の
交
際
の
縁
で
、
小
松
原
伝
四
郎
の
と
こ
ろ
へ
出
入
り
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
職
に
よ
る
能
の
上
演
を
見
物
す
る
だ
け
で
な
く
、
素
養
と
し
て
の
謡
や
、
鼓

な
ど
鳴
物
の
稽
古
を
通
じ
て
も
能
と
の
か
か
わ
り
が
見
ら
れ
る
の
が
こ
の
時
代
の

特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
惣
年
寄
を
勤
め
て
い
た
永
瀬
家
の
日
記
類
か
ら
も
伺
え
た

が
、
武
士
身
分
で
あ
る
大
岡
も
や
は
り
演
能
と
謡
講
と
い
う
両
面
か
ら
能
と
か
か

わ
っ
て
お
り
、
芸
能
全
体
の
中
で
も
能
と
の
関
係
が
最
も
強
か
っ
た
と
い
え
る
。

二

歌
舞
伎

歌
舞
伎
と
人
形
浄
瑠
璃
の
芝
居
興
行
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
歌
舞
伎
を
扱
う
。
歌

舞
伎
の
上
演
場
所
と
し
て
は
、
道
頓
堀
に
位
置
す
る
芝
居
小
屋
が
最
も
格
の
高
い

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
数
軒
の
芝
居
の
中
で
も
、
そ
の
規
模
や
出
演
す
る
役
者

浪速詰方日記 芸能関係記事の考察



の
格
差
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
道
頓
堀
に
位
置
す
る
芝
居
は
い
ず
れ

に
し
て
も
恒
常
的
な
興
行
権
を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で

大
芝
居

と

称
さ
れ
る
、
最
も
格
の
高
い
小
屋
は
角
芝
居
と
中
芝
居
の
二
座
で
あ
っ
た
。
大
坂

で
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
か
ら
の
天
保
改
革
に
よ
っ
て
、
新
地
と
宮
地

（
寺
社
の
境
内
）
に
位
置
し
て
い
た
芝
居
は
取
り
払
い
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
人
形
浄
瑠
璃
の
と
こ
ろ
で
触
れ
る
が
、
詰
方
日
記
に
見
ら

れ
る
歌
舞
伎
の
記
事
に
名
の
挙
が
る
芝
居
小
屋
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
時
期
に

よ
る
性
質
の
変
化
や
改
革
の
影
響
な
ど
は
考
慮
し
な
く
て
も
よ
い
か
と
思
う
。

で
は
、
詰
方
日
記
に
現
れ
る
歌
舞
伎
芝
居
見
物
の
記
事
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
。
歌
舞
伎
見
物
の
総
数
は
九
件
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
一
番
最
初
の
記
事
で
あ

る
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四

）
三
月
二
十
六
日
の
記
事
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

廣
田
・
南
部
江
離
盃
案
内
ニ
而
、
山
中

道
頓
堀

角
芝
居
へ
罷
越
。
帰

路
嶋
之
内
河
作
方
立
寄
。

こ
れ
以
降
の
記
事
も
多
く
が
そ
う
な
の
だ
が
、
芝
居
見
物
は
誰
か
誘
い
か
け
る

人
物
が
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
接
待
と
し
て
出
か
け
た
よ
う
な
様
子
が
強
く
感
じ
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
か
、
終
演
後
も
多
く
料
理
屋
へ
足
を
運
ん
で
い
る
。
こ
の
時
は

島
之
内
の
河
作

（

）
へ
出
向
い
て
い
る
。

で
は
日
時
か
ら
こ
の
日
、
大
岡
が
見
物
し
た
芝
居
内
容
を
推
察
し
て
み
よ
う
。

役
割
番
付
か
ら
考
え
る
と
、
角
芝
居
で

三
月
吉
日

と
表
記
の
あ
る
番
付
が

確
認
で
き
る
。
外
題
は

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

と

平
家
女
護
島

で
あ
っ
た
。

市
川
団
蔵
（
五
代
目
）、
中
村
芝
翫
、
実
川
延
三
郎
ら
が
出
演
し
て
い
る
。
次
に

役
者
評
判
記
を
見
る
と
、
天
保
十
二
年
の

役
者
舞
台
扇

で
は
、
立
役
の
市
川

団
蔵
が
大
星
由
良
之
助
の
役
に
つ
い
て
工
夫
を
し
た
と
の
、
次
の
よ
う
な
記
述
が

見
ら
れ
る
。

﹇
頭
取
﹈
次
ノ
替
り
忠
臣
蔵
ニ
高
の
師
直
役
、（
中
略
）
二
役
大
星
由
良
之

助
、
四
段
目
か
け
付
る
所
、
成
程
国
家
老
と
い
ふ
年
配
の
作
り
よ
ふ
厶
り
ま

し
た
。
主
人
の
有
様
を
見
て
う
つ
む
き
何
も
せ
ず
、
又
九
寸
五
部

（
マ
マ
）

を
受
取

て
か
ら
も
無
念
の
こ
な
し
ハ
ち
よ
っ
と
あ
っ
た
侭
じ
ゃ
が
、
余
人
が
す
る
と

九
寸
五
部
を
受
取
時
、
無
念
の
腹
を
し
ら
る
ゝ
が
、
団
蔵
丈
一
向
仕
内
な

か
っ
た
が
、
よ
ふ
か
ん
が
へ
て
見
る
と
、
薬
師
寺
な
ぞ
か
い
る
内
ゆ
へ
、
あ

ま
り
む
か
ふ
で
無
念
が
る
と
敵
へ
用
心
さ
す
や
う
な
物
。
そ
れ
ゆ
へ
団
蔵

丈
、
此
所
で
何
も
せ
ら
れ
ぬ
と
見
へ
升
る
。
そ
れ
よ
り
か
ほ
よ
御
前
を
始
、

焼
香
を
ね
ん
ご
ろ
ニ
さ
す
所
、
よ
ふ
厶
り
ま
し
た
。

団
蔵
が
勤
め
た
大
星
由
良
之
助
の
役
に
お
い
て
は
、
他
の
役
者
が
主
君
の
塩
冶

判
官
か
ら
形
見
の
短
刀
を
受
け
取
る
と
こ
ろ
で
無
念
の
心
持
ち
を
表
す
と
こ
ろ

を
、
敵
へ
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
に
と
の
思
い
入
れ
か
ら
そ
の
シ
ー
ン
で
は
別
段
の
演
技

は
せ
ず
、
他
の
場
面
の
演
技
も
行
き
届
い
て
お
り
好
演
で
あ
っ
た
、
と
の
評
価
が

な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
他
、
初
度
目
の
詰
方
日
記
に
見
ら
れ
る
芝
居
見
物
の
記
事
二
件
を
次
に
引

く
。

・
天
保
十
二
年
閏
一
月
二
日

名
代
中
御
講
ニ
付
、
道
頓
堀
中
ノ
芝
居
へ
見
物
罷
越
。
冨
田
屋
市
左
衛
門
仕

出
。



・
天
保
十
二
年
四
月
十
六
日

御
蔵
元

離
盃
案
内
、
道
頓
堀
中
之
芝
居
見
物
罷
越
。

閏
一
月
二
日
は

名
代
中
御
講

の
催
し
と
し
て
出
か
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
日
記
中
に
た
び
た
び
見
ら
れ
る
も
の
の
、
詳
細
は
明
ら

か
で
な
い
。
冨
田
屋
市
左
衛
門
仕
出

と
は
、
冨
田
屋
と
い
う
料
理
屋
の
仕
出

し
を
と
っ
た
と
い
う
意
味
か
と
解
釈
す
る
。

四
月
十
六
日
の
見
物
は
御
蔵
元
の
案
内
と
な
っ
て
お
り
、
同
様
の
ケ
ー
ス
は
他

の
見
物
の
際
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
蔵
元
に
つ
い
て
は
、
小
田
氏
の

前
掲
論
文
で
、
今
橋
二
丁
目
の
山
中
善
五
郎
、
屋
号
・
鴻
池
善
五
郎
が
福
岡
藩
の

蔵
元
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
蔵
元
は
近
世
初
期
に
は

藩
の
役
人
が
勤
め
て
い
た
が
、
次
第
に
富
裕
な
町
人
が
起
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（
吉
川
弘
文
館

国
史
大
辞
典
）
と
い
う
。

さ
て
、
上
演
内
容
に
つ
い
て
役
割
番
付
か
ら
推
定
す
る
に
、
閏
一
月
二
日
に
上

演
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
年
正
月
吉
日
か
ら
の

（

）

け
い
せ
い

揚
柳
桜

と

浪
花

三
津
汐
汲

で
、
中
村
富
十
郎
、
中
村
芝
翫
、
三
桝
源
之

助
ら
の
出
演
で
あ
る
。
後
者
は
四
月
吉
日
か
ら
の

天
満
宮
菜
種
御
供

男
作

五
雁
金

夕
霧
廓
文
章

の
期
間
中
と
考
え
ら
れ
、
座
組
は
正
月
と
多
少
の
入

れ
替
わ
り
が
あ
っ
て
、
富
十
郎
、
芝
翫
、
市
川
団
蔵
ら
の
出
演
で
あ
っ
た
。

二
度
目
の
詰
方
日
記
の
期
間
中
で
あ
る
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五

）
か
ら
四
年

に
か
け
て
の
芝
居
見
物
は
四
件
を
数
え
る
。
嘉
永
三
年
四
月
三
日
の
記
事
は
以
下

の
と
お
り
。

御
銀
主
名
代
中
お
講
打
寄
ニ
而
、
道
頓
堀
中
之
芝
居
見
物
罷
越
。
但
例
正
・

五
・
九
月
打
寄
、
当
正
月
延
引
之
末
、
今
日
催
有
之
。
後
席
冨
田
や
市
郎
兵

衛
。

他
の
記
事
に
も
た
だ

名
代
中

と
の
語
も
見
ら
れ
る
が
、
名
代
中
と
は
す
な

わ
ち
銀
主
の
名
代
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
銀
主
も
、
い
わ

ゆ
る
芝
居
の
出
資
者
で
は
な
く
蔵
屋
敷
の
金
銭
的
後
援
者
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て

見
物
後
は
、
料
理
屋
の
冨
田
屋
市
郎
兵
衛
方
へ
出
向
い
た
模
様
で
あ
る
。
役
割
番

付
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
三
月
吉
日
か
ら
の
三
ノ
替
り
狂
言

妹
背
山
婦
女
庭
訓

堂
嶋
救
入
濱

が
上
演
中
で
、
中
村
歌
右
衛
門
、
三
桝
大
五
郎
、
実
川
延
三
郎

ら
が
出
演
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
中
村
歌
右
衛
門
は
四
代
目
で
、
華
々
し
い
活
躍

を
見
せ
た
三
代
目
の
門
弟
で
あ
る
が
、
先
代
に
劣
ら
ず
幕
末
を
代
表
す
る
名
優
と

し
て
活
躍
し
た
。
な
お
、
嘉
永
四
年
正
月
刊
の
評
判
記

役
者
清
榊
葉

に
は
、

歌
右
衛
門
と
延
三
郎
の
項
に
、
堂
嶋
救
入
濱

が
不
評
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
る
。

同
年
八
月
十
五
日
の
記
述
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
家
名
代
中

案
内
、
道
頓
堀
中
芝
居
見
物
罷
越
。
内
茶
屋
木
之
元
屋
徳
兵

衛
。

外
題

児
ヶ
渕
恋
白
浪

中
村
歌
右
衛
門

切
狂
言

義
経
腰
越
状

帰
路
河
佐
へ
罷
越
。
上
田
・
宗
・
高
瀬
。

詰
方
日
記
の
芝
居
関
係
の
見
聞
で
、
外
題
や
役
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
は
こ

れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
何
度
か
歌
舞
伎
見
物
に
出
向
い
て
い
る
う
ち
、
筆
者
の
大

岡
が
内
容
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
内
茶

浪速詰方日記 芸能関係記事の考察



屋

は
芝
居
茶
屋
か
と
思
わ
れ
る
。

歌
右
衛
門
は
先
に
も
記
し
た
通
り
当
時
の
代
表
的
な
名
優
で
、
こ
の
芝
居
で
も

児
の
捨
若
丸
・
の
ち
の
石
川
五
右
衛
門
な
ど
三
つ
の
役
を
演
じ
て
い
た
。
こ
の
時

の
評
が

役
者
清
榊
葉

に
も
見
ら
れ
る
。
歌
右
衛
門
ク
ラ
ス
の
大
立
者
に
な
る

と
、
評
判
記
で
も
あ
ま
り
悪
評
は
書
か
れ
な
い
が
、
こ
の
際
の
興
行
は
中
村
玉
助

（
三
代
目
歌
右
衛
門
。
晩
年
に
玉
助
を
名
乗
っ
た
）
の
十
三
回
忌
で
あ
っ
た
こ
と

を
紹
介
し
た
上
で
、
梅
升
丈
（
筆
者
注
・
三
桝
大
五
郎
）
久
よ
し
ニ
而
巡
礼
姿

の
せ
り
上
、
御
両
人
の
幕
切
大
あ
た
り

。
先
五
右
衛
門
、
三
が
の
津
で
此
人

ニ
か
き
り
升

な
ど
と
そ
の
芸
を
評
し
て
い
る
。

同
年
十
月
十
六
日
に
は
次
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

竹
中
内
分
ニ
而
銀
方
其
他
同
道
、
芝
居
見
物
出
浮
。
拙
者
ハ
不
参
候
事
。

こ
の
ケ
ー
ス
は
、
結
局
大
岡
自
身
が
芝
居
を
見
物
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
具
体
的
な
内
容
も
当
然
な
が
ら
記
さ
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
こ
の
芝
居
見
物

は
ど
の
小
屋
と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
先
に
、
こ
の
次
の
芝
居
見
物

事
例
で
あ
る
、
嘉
永
四
年
二
月
五
日
の
記
事
を
見
て
お
き
た
い
。
嘉
永
四
年
に
見

ら
れ
る
芝
居
見
物
の
記
事
は
、
こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

今
日
お
講
催
ニ
付
、
御
銀
主
名
代
中
一
同
、
道
頓
堀
中
之
芝
居
見
物
罷
越
。

冨
田
屋
市
兵
衛
仕
出
。
帰
路
河
佐
へ
参
候
。
上
田
・
青
柳
。

こ
こ
で
は

御
銀
主
名
代
中
一
同

と
と
も
に
、
中
の
芝
居
へ
見
物
に
出
か
け

て
い
る
。
同
伴
者
に
留
意
し
て
他
の
記
事
か
ら
同
様
の
も
の
を
探
す
と
、
嘉
永
三

年
四
月
三
日
の
事
例
も
こ
れ
に
近
い
。
そ
の
記
事
は

御
銀
主
名
代
中
お
講
打
寄

ニ
而
、
道
頓
堀
中
之
芝
居
見
物

と
い
う
も
の
で
、
や
は
り
中
の
芝
居
の
見
物
で

あ
る
。
銀
主
を
伴
っ
て
見
物
し
て
い
る
場
合
、
い
ず
れ
も
中
の
芝
居
へ
出
向
い
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
十
月
十
六
日
の
芝
居
行
き
も
、
や
は
り
中
の
芝
居
で
は
な

か
っ
た
か
。
事
例
全
体
と
し
て
は
中
の
芝
居
の
見
物
が
断
然
多
い
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
も
そ
う
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。
中
の
芝
居
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
こ

の
月
は
、
九
月
吉
日
よ
り
の

花
街
模
様
劇
稲
妻

と

廓
文
章

を
上
演
し
て

い
た
と
役
割
番
付
か
ら
考
え
得
る
。
出
演
役
者
は
歌
右
衛
門
、
大
五
郎
、
延
三

郎
、
中
村
友
三
ら
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
嘉
永
四
年
二
月
五
日
の
上
演
に
も
触
れ
て

お
く
と
、
こ
の
日
は
こ
の
年
正
月
吉
日
か
ら
の

け
い
せ
い
清
舩
諷

初
戎
福

徳
歌

が
上
演
中
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
も
歌
右
衛
門
、
大
五
郎
、
延
三
郎
を
は
じ

め
、
山
下
金
作
が
出
演
し
て
い
る
。

四
度
目
詰
方
日
記
に
は
、
二
例
の
歌
舞
伎
見
物
記
事
が
見
ら
れ
る
。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
二
月
十
五
日
の
記
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
五
以
下
、
加
嶋
重
（
校
訂
者
注
・
加
嶋
屋
重
郎
兵
衛
）
迄
一
同
之
催
ニ

而
、
中
ノ
芝
居
へ
見
物
罷
越
。

傾
城
廓
大
閂

今
村
・
宗
・
吉
井
父
子

金
子
・
柴
藤
・
豊
嶋

天
五
は
天
王
寺
屋
五
兵
衛
で
、
天
保
六
年
に
は
福
岡
藩
の
名
代
を
勤
め
て
い
た

（
小
田
氏
前
掲
論
文
）。
こ
こ
で
は
大
岡
は

け
い
せ
い
廓
大
門

の
み
外
題
を

記
し
て
い
る
が
、
こ
の
公
演
は
正
月
吉
日
か
ら
の
も
の
で
、
ほ
か
に

乱
咲
姿
若

草

も
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
番
付
か
ら
知
ら
れ
る
。
尾
上
多
見
蔵
、
実
川
延
三

郎
、
嵐
吉
三
郎
ら
が
番
付
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

文
久
二
年
三
月
二
十
日
の
記
事
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

三
家
名
代
中
案
内
ニ
而
、
道
頓
堀
大
西
芝
居
へ
見
物
罷
越
。



忠
臣
蔵

茶
屋
か
と
平

宗
・
牧
・
金
子
・
柴
藤
・
豊
嶋
同
伴
。

詰
方
日
記
に
見
ら
れ
る
芝
居
見
物
の
う
ち
、
大
西
芝
居
へ
出
か
け
て
い
る
の
は

こ
の
一
例
の
み
で
あ
る
。
大
西
芝
居
は
近
世
後
期
に
用
い
ら
れ
て
い
た
通
称
で
あ

る
が
、
松
本
名
左
衛
門
の
名
代
を
継
ぐ
歌
舞
伎
の
小
屋
で
、
こ
の
時
期
に
は
筑
後

芝
居
が
正
式
な
名
称
で
あ
っ
た
。
役
割
番
付
で
も
天
保
改
革
以
前
か
ら
改
革
政
策

実
行
の
時
期
ま
で
は
、
大
西
芝
居
と
筑
後
芝
居
の
表
記
が
混
交
し
て
い
る
が
、
天

保
十
四
年
以
後
は
筑
後
芝
居
と
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
大

岡
の
一
行
は
中
の
芝
居
よ
り
も
、
人
気
狂
言
で
あ
る

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

に
ひ

か
れ
て
筑
後
芝
居
へ
出
か
け
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
出
演
は
尾
上
梅
幸
、
大

谷
友
松
、
尾
上
松
緑
、
嵐
大
三
郎
ら
で
あ
っ
た
。
翌
文
久
三
年
正
月
刊
の
役
者
評

判
記

役
者
日
本
鑑

で
は
、
尾
上
梅
幸
が
桃
井
若
狭
介
、
早
野
勘
平
、
斧
定
九

郎
の
三
役
早
替
わ
り
を
演
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
梅
幸

は
後
に
初
代
実
川
延
若
を
名
乗
っ
て
、
明
治
前
期
の
大
阪
歌
舞
伎
の
大
立
者
と
し

て
活
躍
し
た
役
者
で
あ
る
が
、
梅
幸
の
代
数
に
は
数
え
ら
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
詰
方
日
記
に
現
れ
る
歌
舞
伎
芝
居
見
物
は
、
場
所
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
一
例
を
除
き
、
す
べ
て
が
道
頓
堀
に
位
置
す
る
芝
居
小
屋
に
お
い
て
の
も

の
で
あ
る
。
文
久
年
間
に
は
寺
社
境
内
の
芝
居
も
復
活
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ

ら
の
記
事
は
、
歌
舞
伎
見
物
と
い
え
ば
道
頓
堀
に
勝
る
場
は
な
い
、
と
い
う
当
時

の
大
坂
の
実
状
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
る
。

三

浄
瑠
璃

人
形
浄
瑠
璃
は
大
坂
で
た
い
へ
ん
栄
え
た
も
の
で
、
と
く
に
近
世
初
期
か
ら
中

期
に
か
け
て
は
歌
舞
伎
と
並
ぶ
中
心
的
娯
楽
で
あ
っ
た
。
大
坂
で
も
道
頓
堀
が
開

発
さ
れ
た
近
世
初
期
か
ら
、
人
形
芝
居
の
小
屋
が
歌
舞
伎
と
と
も
に
興
行
を
し
て

い
た
。
黄
金
期
に
は
竹
本
座
と
豊
竹
座
の
二
座
が
覇
を
競
い
合
い
、
人
形
浄
瑠
璃

の
繁
栄
を
見
た
。
だ
が
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
豊
竹
座
が
明
和
二
年
（
一
七
六

五
）
に
道
頓
堀
か
ら
退
転
、
竹
本
座
も
二
年
後
の
明
和
四
年
に
道
頓
堀
か
ら
退
転

し
た
。
以
後
は
道
頓
堀
で
の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
が
、
恒
常
的
な
も
の
と
し
て
は
見

ら
れ
な
く
な
り
、
上
演
の
中
心
地
は
堀
江
市
之
側
な
ど
の
新
地
芝
居
や
、
さ
ら
に

後
に
は
宮
地
の
芝
居
に
移
っ
て
い
く
。
詰
方
日
記
が
記
さ
れ
た
時
期
は
、
人
形
浄

瑠
璃
が
宮
地
の
芝
居
を
主
な
活
動
の
場
と
し
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
計
四
件
の
見

物
事
例
は
す
べ
て
宮
地
の
小
屋
で
の
も
の
で
あ
る
。

人
形
浄
瑠
璃
を
見
た
と
の
最
初
の
記
録
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四

）
九
月

十
日
に
み
ら
れ
る
が
、
御
蔵
元

案
内
、
御
霊
宮
社
内
人
形
芝
居
見
物
罷
越
。

後
席
河
佐

と
い
う
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
御
蔵
元
と
は
鴻
池
屋
（
山
中
）

善
五
郎
で
あ
る
（
小
田
氏
前
掲
論
文
に
よ
る
）。
大
坂
で
は
船
場
の
地
域
内
に
宮

地
芝
居
の
盛
ん
な
神
社
が
数
ヵ
所
存
在
し
て
お
り
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
御
霊
宮
の

ほ
か
に
坐
摩
社
や
博
労
稲
荷
（
難
波
神
社
）
で
も
人
形
芝
居
が
か
か
っ
て
い
た
。

そ
の
な
か
で
御
霊
宮
は
最
も
北
に
位
置
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
蔵
屋
敷
か
ら
も
比

較
的
近
い
と
い
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。

浪速詰方日記 芸能関係記事の考察



興
行
番
付
（
義
太
夫
年
表

所
載
の
役
割
番
付
お
よ
び
考
証
に
よ
る
。
以
下

の
興
行
に
つ
い
て
も
同
様
）
に
よ
れ
ば
、
九
月
十
日
は
八
月
十
九
日
か
ら
始
ま
っ

た

五
天
竺

の
興
行
中
で
あ
っ
た
。
太
夫
で
は
豊
竹
若
太
夫
、
竹
本
綱
太
夫
、

三
味
線
は
鶴
沢
寛
治
、
人
形
遣
い
で
は
吉
田
金
四
、
吉
田
金
三
、
桐
竹
門
蔵
ら
が

出
演
し
て
い
る
。

次
の
事
例
が
翌
天
保
十
二
年
二
月
三
日
で
、
御
蔵
元
誘
引
ニ
而
、
南
稲
荷
社

内
人
形
芝
居
見
物
罷
越

と
あ
り
、
や
は
り
御
蔵
元
の
誘
い
で
人
形
芝
居
の
見
物

に
出
向
い
て
い
る
。
南
稲
荷
と
は
博
労
稲
荷
（
現
・
難
波
神
社
）
で
あ
る
。
や
は

り
番
付
か
ら
推
察
す
る
と
、
こ
の
時
は
閏
正
月
十
三
日
よ
り
公
演
中
で
あ
っ
た

妹
背
山
女
庭
訓
、
御
所
桜
堀
川
夜
討

三
段
目
、
大
切
に
景
事

戻
り
駕
廓

大
全

が
演
じ
ら
れ
て
い
る
。
番
付
で
は
公
演
場
所
が

稲
荷
社
内
東
芝
居

と

な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
文
楽
軒
の
芝
居
で
あ
る
。
二
代
目
の
文
楽
軒
が

文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
か
ら
博
労
稲
荷
の
境
内
に
小
屋
を
設
け
、
そ
れ
以
来
、

大
坂
の
宮
地
で
行
わ
れ
た
人
形
浄
瑠
璃
興
行
は
、
こ
の
博
労
稲
荷
の
文
楽
軒
芝
居

と
、
さ
き
に
記
事
が
見
ら
れ
た
御
霊
社
の
芝
居
の
二
ヵ
所
が
中
心
で
あ
っ
た
。

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
記
さ
れ
た
、
大
坂
名
所
一
覧
記
（
国
立
公
文
書

館
蔵
）
と
題
さ
れ
た
見
聞
記
が
あ
る
。
筆
者
の
山
崎
尚
友
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
で

は
な
い
が
、
江
戸
出
身
の
、
お
そ
ら
く
武
士
身
分
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

記
述
中
に
は
、
博
労
稲
荷
の
説
明
と
し
て

大
坂
ニ
て
ば
く
ろ
い
な
り
の
芝
居

ハ
、
年
中
う
ち
つ
ゞ
け
ニ
て
、
い
つ
も
入
多
し
と
な
ん
。
大
坂
ニ
て
人
形
ハ
ば
く

ろ
に
限
る
が
如
し

と
の
風
聞
が
見
ら
れ
る
。

以
上
の
二
例
は
、
初
度
目
の
詰
方
日
記
に
出
て
く
る
も
の
で
、
天
保
改
革
に
よ

る
宮
地
芝
居
の
禁
止
よ
り
前
の
時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
後
、
天
保
十
三
年
に
改
革

の
施
策
と
し
て
宮
地
芝
居
の
禁
令
が
発
せ
ら
れ
、
し
ば
ら
く
は
寺
社
の
境
内
か
ら

歌
舞
伎
と
人
形
浄
瑠
璃
が
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

二
度
目
詰
方
日
記
の
記
さ
れ
た
嘉
永
三
年
（
一
八
五

）
か
ら
四
年
に
か
け
て

の
時
期
は
在
任
期
間
も
長
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
期
間
に
は
人
形
浄
瑠
璃
を
見
物

し
た
と
の
記
録
は
一
件
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
宮
地
の
人
形
浄

瑠
璃
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
時
期
で
、
手
軽
に
見
に
行
く
機
会
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
時
期
、
人
形
浄
瑠
璃
は
道
頓
堀
の
竹
田
芝
居
や
若
太
夫
芝
居
で
単

発
の
興
行
が
な
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
見
世
物
興
行
の
許
可
地
で
あ
っ
た
西
横
堀
新

築
地
の
清
水
町
浜
で
、
主
に
素
浄
瑠
璃
の
公
演
が
行
わ
れ
て
い
た
。

四
度
目
詰
方
日
記
が
記
さ
れ
た
文
久
年
間
に
は
、
二
例
の
人
形
芝
居
見
物
の
記

事
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
月
二
十
二
日
の
記
事
は
次
の

ご
と
く
で
あ
る
。

御
蔵
元
初
、
一
統
名
代
中
よ
り
之
案
内
ニ
而
、
稲
荷
宮
社
内
人
形
芝
居
見
物

罷
越
。

大
江
山
酒
呑
童
子

御
屋
敷
前

船
ニ
而
参
ル
。
今
村
・
宗
・
金
子
・
柴

藤
・
豊
嶋
・
中
村
三
郎
。

こ
れ
も
博
労
稲
荷
に
お
け
る
文
楽
の
芝
居
を
見
物
し
た
記
事
で
、
蔵
屋
敷
の
前

か
ら
船
で
西
横
堀
を
南
下
し
、
博
労
稲
荷
へ
向
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
番
付
に
よ

れ
ば
確
か
に
正
月
吉
日
よ
り
、
稲
荷
社
内
東
の
芝
居
で
は

大
江
山
酒
呑
童
子

の
通
し
上
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
の
出
演
者
は
太
夫
が
豊
竹
湊
太
夫
、
竹

本
弥
太
夫
、
三
味
線
が
豊
沢
団
平
、
鶴
沢
勝
右
衛
門
、
人
形
遣
い
が
吉
田
玉
造
、



吉
田
松
江
、
吉
田
文
三
と
い
っ
た
顔
触
れ
で
あ
っ
た
。

次
に
同
年
五
月
二
十
七
日
の
詰
方
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三
家
名
代
中
同
道
、
稲
荷
社
内
文
楽
茶
店
人
形
芝
居
見
物
罷
越
。
帰
路
河
佐

亭
へ
立
寄
。
夜
飯
等
饗
応
有
之
。

今
村
・
牧
・
吉
井
・
金
子
・
柴
藤
。

こ
の
時
の
公
演
は
、
五
月
五
日
か
ら
興
行
中
の

絵
合
太
功
記

八
重
霞
浪

花
浜
萩

で
あ
っ
た
。
義
太
夫
年
表

の
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
は
市
中

に
麻
疹
が
流
行
し
て
病
人
が
多
く
、
こ
の
興
行
も
六
月
五
日
切
り
で
休
演
に
な
っ

た
と
い
う
（
典
拠
は

浄
瑠
璃
大
系
図
）。

ち
な
み
に
天
保
改
革
時
の
宮
地
芝
居
の
禁
令
は
、
次
第
に
弛
緩
し
て
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）
に
は
小
屋
も
復
活
し
は
じ
め
て
お
り
、
文
楽
軒
芝
居
も
こ
の
年
に

博
労
稲
荷
の
境
内
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
し
て
安
政
四
年
に
は
宮
地
の
芝
居
が
法
的

に
も
再
び
解
禁
と
な
っ
て
い
た
。
人
形
浄
瑠
璃
の
見
物
に
か
か
わ
る
の
は
以
上
の

四
例
で
あ
る
が
、
宮
地
の
芝
居
小
屋
が
活
動
の
中
心
で
あ
っ
た
、
近
世
後
期
の
動

向
を
忠
実
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
ほ
か
に
、
素
浄
瑠
璃
の
催
し
の
記
事
が
二
件
見
ら
れ
る
。
最
初
は
天
保
十

一
年
十
二
月
二
十
六
日
で

御
蔵
元

案
内
、
南
河
作
方
江
罷
越
。
浄
瑠
理
催
有

之

と
の
簡
単
な
も
の
で
あ
り
、
出
演
者
も
外
題
も
控
え
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
文
久
元
年
十
二
月
二
十
一
日
の
日
記
に
は
詳
し
い
内
容
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い

る
。

於
玉
藤
お
講
打
寄
罷
越
。
浄
瑠
理
催
有
之
。

竹
本
長
枝
太
夫

二
十
四
孝
四
段
目

糸鶴
沢
九
藏

平
仮
名
盛
衰
記

竹
本
弥
太
夫

三
段
目

鶴
沢
九
藏

菅
原
伝
授

四
段

竹
本
湊
太
夫

目

鶴
沢
勝
右
衛
門

こ
れ
は
私
的
な
催
し
に
本
職
の
太
夫
と
三
味
線
弾
き
を
招
き
、
浄
瑠
璃
を
楽
し

ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
浄
瑠
璃
を
語
っ
て
い
る
弥
太
夫
、
湊

太
夫
ら
は
当
時
の
か
な
り
の
実
力
者
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
の
年
六
月
刊
の
見
立

番
付

三
都
太
夫
三
味
線
操
見
競
鑑

（
義
太
夫
年
表

所
収
）
に
よ
れ
ば
、

豊
竹

湊
太
夫
は
西
方
の
関
脇
、
竹
本
弥
太
夫
は
西
方
前
頭
の
筆
頭
格
、
竹
本

長
枝
太
夫
は
東
方
の
前
頭
の
二
群
目
と
い
う
位
置
付
け
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
三

味
線
も
、
勝
右
衛
門
は
西
方
前
頭
の
筆
頭
格
で
格
の
高
い
人
物
で
あ
り
、
九
蔵
は

九
造
で
あ
ろ
う
が
、
西
方
前
頭
の
二
群
目
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
も
す
べ

て
稲
荷
の
文
楽
座
に
出
演
し
て
い
た
面
々
で
あ
る
。

四

見
世
物

一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
日
記
に
見
世
物
の
見
聞
記
が
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と

は
少
な
い
。
と
く
に
公
的
な
色
彩
が
強
い
武
家
の
日
記
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

こ
の
詰
方
日
記
に
も
、
見
世
物
関
連
の
記
事
は
三
件
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
見
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世
物
は
芝
居
と
違
っ
て
一
日
が
か
り
の
見
物
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
実
際
に
は

人
々
は
よ
く
足
を
運
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
、
や
は
り
武
士
身
分
の
大
岡
に
と
っ

て
は
さ
ほ
ど
馴
染
み
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

事
例
が
少
な
い
の
で
、
さ
き
に
見
世
物
関
連
の
記
事
三
点
を
以
下
に
示
し
て
お

く
。

天
保
十
一
年
（
一
八
四

）
四
月
八
日

住
吉
宮
参
詣
の
帰
路
、
難
波
新

地
で
多
田
丸
曲
馬
見
物

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
二
月
二
十
七
日

難
波
新
地
見
世
物
見
物

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
三
月
七
日

難
波
新
地
で
豹
の
見
世
物
見
物

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
見
世
物
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
い
ず
れ
も
難
波
新
地
で

あ
る
。
大
坂
の
見
世
物
興
行
場
所
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、
江
戸
時
代

初
期
か
ら
中
期
は
、
随
筆
類
の
記
録
に
よ
れ
ば
道
頓
堀
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
が
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
難
波
新
地
が
開
発
さ
れ
、
こ
の

土
地
の
繁
栄
の
た
め
能
舞
台
や
相
撲
櫓
、
芝
居
小
屋
（
芝
居
は
実
際
に
は
設
け
ら

れ
ず
）
が
許
可
さ
れ
、
芝
居
小
屋
が
並
ぶ
道
頓
堀
か
ら
程
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

次
第
に
見
世
物
な
ど
諸
芸
能
の
興
行
地
と
し
て
賑
わ
う
よ
う
に
な
る
。
難
波
新
地

の
ほ
か
に
は
寺
社
の
境
内
で
も
見
世
物
興
行
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
、
天
保
十
三

年
の
天
保
改
革
で
寺
社
地
の
芝
居
が
禁
止
さ
れ
た
後
、
こ
の
難
波
新
地
と
西
横
堀

新
築
地
の
二
ヵ
所
が
見
世
物
類
の
興
行
許
可
地
に
指
定
さ
れ
、
と
く
に
江
戸
時
代

末
期
に
は
見
世
物
興
行
の
集
中
す
る
場
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
日
記
の
記
載
期
間

の
う
ち
、
天
保
十
一
年
は
改
革
前
、
そ
れ
以
後
は
改
革
後
の
様
相
を
示
し
た
記
事

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

天
保
十
一
年
四
月
八
日
の
記
事
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

一
、
八
日

晴

廣
岡
誘
引
ニ
而
住
吉
宮
参
詣
、
伊
丹
屋
ニ
立
寄
。
廣
田
・

南
部
・
荻
原
・
守
田
同
道
。
帰
路
難
波
新
地
多
田
丸
曲
馬
見
物
後
、
境
屋

へ
立
寄
。

こ
こ
に
は
難
波
新
地
で
多
田
丸
曲
馬
を
見
物
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（

）

こ

の
時
期
は
見
世
物
に
つ
い
て
の
記
事
が
多
い

摂
陽
奇
観

や

近
来
年
代
記

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
興
行
に
つ
い
て
は
日
時
が
適
合

す
る
記
録
は
見
出
せ
て
い
な
い
。

た
だ
し
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
の
曲
馬
興
行
を
示
す
史
料
が
、
惣
年
寄
永
瀬
の

同
年
の

公
私
日
録

か
ら
確
認
で
き
る
。
場
所
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い

簡
単
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
四
月
十
日
に

力
持
・
曲
馬
芝
居
見
ニ
罷
越
候

と

の
記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
力
持
と
曲
馬
と
い
う
二
種
の
芸
能
を

示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
同
史
料
の
四
月
十
六
日
に

弥
衛
太
随

進
ニ
為
遊
、
馬
芝
居
見
度
由
ニ
付
、
皆
々
同
道
い
た
し
同
所
を
出

と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
推
測
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
い
た
曲
馬
が
か
な
り
好
評
で
、
し

ば
ら
く
の
期
間
に
わ
た
り
興
行
が
続
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
見
ら
れ
る
の
は
、
嘉
永
四
年
二
月
二
十
七
日
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は

難
波
新
地
見
せ
物
見
物
参
候
。
上
田
・
鮎
川
同
道

と
い
う
だ
け
の
簡
単
な
も

の
だ
が
、
こ
の
時
期
の
難
波
新
地
で
は
、
見
世
物
界
の
第
一
人
者
が
興
行
を
行
っ

て
い
た
こ
と
が
他
の
史
料
か
ら
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
軽
業
芸
の
第
一
人
者
で
あ
っ

た
早
竹
虎
吉
で
あ
る
。
近
来
年
代
記
（
大
阪
市
史
史
料

第
二
輯
所
収
）
の

嘉
永
四
年
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
載
る
。



早
竹
虎
吉
の
か
る
わ
ざ

難
波
新
地
ニ
お
い
て
相
勤
る
早
竹
虎
吉
先
年
よ
り
度
々
つ
と
め
候
所
、
又
此

度
新
工
風
を
い
た
し
て
正
月
二
日

相
始
め
候
所
、
初
日

大
入
ニ
し
て
其

く
ん
し
う
云
計
な
し
。
大
ひ
ゃ
う
ば
ん
な
り
。
先
前
芸
ニ
ハ
曲
こ
ま
を
ま
わ

し
、
又
大
こ
ま
足
ニ
て
ま
わ
し
、
本
芸
ニ
ハ
大
道
具
大
仕
か
け
ニ
し
て
三
疋

猿
と
て
三
本
竹
足
ニ
て
と
め
、
上
へ
三
人
を
あ
げ
、
其
あ
や
う
き
事
云
計
な

し
。

虎
吉
の
人
気
の
ほ
ど
が
伺
え
る
が
、
興
行
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ
の
記
述
か
ら

は
正
月
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
。

こ
れ
を
補
足
し
う
る
も
の
と
し
て
、
同
じ
興
行
の
記
事
が

浮
世
見
聞
集

（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
）
の
嘉
永
四
年
正
月
の
事
項
と
し
て
出
て
い
る
の

で
次
に
示
す
。

正
月
元
日
よ
り
難
波
新
地
溝
の
側
ニ
お
ゐ
て
、
早
竹
虎
吉
軽
業
興
行
有
之
。

然
ル
所
元
日
初
日
之
所
、
如
何
成
事
ニ
や
、
高
き
所

踏
は
つ
し
候
而
怪
我

い
た
し
候
ニ
付
、
療
治
中
二
日
程
相
休
、
夫

引
続
興
行
い
た
し
候
所
、

段
々
大
入
群
集
ニ
而
四
月
末
頃
迄
致
事
、
古
今
之
大
は
づ
み
、
前
代
未
聞
之

事
共
也
。
別
而
今
年
者
此
戌
年
（
筆
者
注
・
嘉
永
三
年
）

打
続
、
米
穀
高

直
ニ
而
世
上
物
さ
び
し
き
所
ニ
、
右
様
大
入
者
又
々
格
別
之
事
な
り
と
町
中

一
統
評
判
い
た
し
候
事
。
其
後
虎
吉
者
難
地
ニ
而
新
ニ
宅
ヲ
構
、
妾
宅
等

拵
、
安
楽
ニ
く
ら
し
け
る
と
な
り
。

こ
れ
は
末
尾
の
記
述
内
容
か
ら
、
後
年
に
な
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
開

幕
の
日
付
が
元
日
と
な
っ
て
い
て

近
来
年
代
記

と
は
相
違
し
て
い
る
し
、
ま

た
虎
吉
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
死
没
し
て
い
る
の
で
、
最
後
の
部
分
の
信
憑
性
に

は
疑
問
も
あ
る
が
、
珍
し
く
失
敗
を
し
て
怪
我
を
し
、
二
日
ほ
ど
休
業
し
た
も
の

の
、
そ
の
後
も
大
入
り
が
続
い
て
四
月
の
末
頃
ま
で
興
行
を
続
け
た
と
い
う
。
二

月
二
十
七
日
に
大
岡
ら
が
虎
吉
の
軽
業
を
見
物
し
た
可
能
性
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え

ら
れ
よ
う
。

さ
き
に
引
用
し
た

近
来
年
代
記

に
は
虎
吉
の
記
事
と
と
も
に
、
二
月
下
旬

に
興
行
し
て
い
た
ら
し
い
も
の
と
し
て
次
の
二
件
が
確
認
さ
れ
る
。

木
馬
か
る
わ
ざ

増
鏡

勝
代
、
山
本
国
之
助
、
同
宇
之
助

此
芸
ハ
木
馬
乗
り
と
号
し
て
、
前
芸
ニ
し
て
木
ニ
て
馬
を
い
た
し
、
馬
之
足

に
車
を
付
、
ぜ
ん
ま
い
ニ
て
い
の
く
（
筆
者
注
・
動
く
の
意
）
な
り
。
一
向

ま
と
ろ
し
き
也
。
又
次
ニ
宇
之
助
足
之
曲
を
い
ろ

と
致
し
、
切
芸
ハ
綱

渡
し
、
又
ハ
一
本
竹
と
て
肩
ニ
て
と
め
、
上
へ
小
児
を
登
の
せ

（
マ
マ
）

、
様
々
と

き
ょ
く
を
い
た
し
、
下
ニ
ハ
三
味
線
を
ひ
き
、
其
あ
や
う
き
事
云
計
な
し
。

さ
れ
と
も
虎
吉
ニ
お
さ
れ
て
一
向
は
や
ら
さ
り
け
り
。

曲
馬
乗
西
遊
記

樋
口
弥
太
郎
、
同
一
座
連
中

右
馬
乗
ニ
て
西
遊
記
初
段
よ
り
取
組
い
た
し
候
得
共
、
一
向
中
は
や
り
な

り
。
二
月
下
旬

致
し
三
月
下
旬
ニ
尾
る

（
マ
マ
）

也
。
虎
吉
ハ
正
月
二
日
よ
り
四
月

下
旬
ニ
て
、
入
ハ
お
ち
さ
り
け
る
。
猶
此
外
二

加
・
を
と
げ

（
マ

マ
）

開
帳
い
ろ

と
見
世
物
有
と
、
只
々
虎
吉
の
み
大
ひ
ゃ
う
ば
ん
な
り
。

曲
馬
乗
西
遊
記

の
記
事
で
も
、
虎
吉
の
軽
業
は
四
月
下
旬
ま
で
長
期
の
興

行
を
し
て
い
た
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は

浮
世
見
聞
集

の
記
述
と
も
合
致
す

る
。
ま
た
、
そ
の
た
め
他
の
見
世
物
は
虎
吉
に
押
さ
れ
て
不
入
り
で
あ
っ
た
こ
と

浪速詰方日記 芸能関係記事の考察



が
分
か
る
。
福
岡
藩
士
の
大
岡
も
、
そ
の
よ
う
な
評
判
の
立
つ
虎
吉
の
軽
業
を
見

物
に
行
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
文
久
二
年
三
月
七
日
に
難
波
新
地
で
豹
の
見
世
物
を
見
物
し

た
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
簡
単
な
記
述
で
あ
る
上
に
他
史
料
に
よ
る
確
認
は
で

き
ず
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。

五

相
撲

最
後
に
、
相
撲
興
行
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
幕
府
公
認
の
勧

進
相
撲
が
大
坂
で
行
わ
れ
た
の
は
元
禄
十
五
年
（
一
七

二
）、
堀
江
新
地
に
お

い
て
の
も
の
が
最
初
で
あ
る
。
一
部
の
史
料
や
文
献
に
は
元
禄
五
年
か
ら
堀
江
で

勧
進
相
撲
が
始
ま
る
、
と
記
す
も
の
が
あ
る
が
、
元
禄
十
二
年
に
堀
江
新
地
開
発

に
よ
る
土
地
繁
栄
策
と
し
て
、
こ
の
地
に
相
撲
場
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
勘
案
し

て
も
、
元
禄
十
五
年
に
開
始
さ
れ
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
大
坂

に
お
け
る
勧
進
相
撲
は
堀
江
を
主
な
開
催
地
と
し
て
き
た
が
、
明
和
元
年
（
一
七

六
四
）
難
波
新
地
が
開
発
さ
れ
、
こ
ち
ら
に
も
相
撲
場
が
認
可
さ
れ
た
の
で
、
明

和
二
年
以
降
し
ば
ら
く
の
間
は
、
堀
江
と
難
波
の
両
所
で
勧
進
相
撲
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
頻
度
は
当
初
が
各
々
の
場
所
で
年
に
一
度
ず
つ
、
都
合
一

年
に
二
度
、
の
ち
に
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
以
降
は
隔
年
ご
と
に
開
催
（
大

阪
市
史

第
二
に
よ
る
）
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
寛
政
年
間
以
降
は

難
波
新
地
で
の
開
催
が
過
半
数
と
な
り
、
と
く
に
文
化
四
年
（
一
八

七
）
か
ら

は
難
波
新
地
に
開
催
地
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
ま
た
開
催
地
の
変
化
が

あ
り
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
天
満
の
砂
原
屋
敷
で
初
め
て
勧
進
相
撲
が
開

か
れ
、
以
降
は
砂
原
屋
敷
で
の
開
催
が
増
え
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
勧
進
相

撲
開
催
地
の
お
お
よ
そ
の
傾
向
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
稽
古
相
撲
な
ど
と
称

さ
れ
る
小
規
模
の
相
撲
興
行
が
、
こ
れ
ら
以
外
の
場
所
も
含
め
て
頻
繁
に
行
わ
れ

て
い
た
。

で
は
詰
方
日
記
の
相
撲
に
か
か
わ
る
記
事
を
見
て
い
く
。
天
保
十
一
年
（
一
八

四

）
の
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
勧
進
相
撲
の
一
連
の
記
録
が
見
ら
れ
る
の

で
以
下
に
紹
介
す
る
。
こ
の
折
の
勧
進
相
撲
は
、
史
料
集
成
江
戸
時
代
相
撲
名

鑑
（
上
）
に
よ
れ
ば
天
保
十
一
年
六
月
吉
日
よ
り
晴
天
十
日
で
、
難
波
新
地
で

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（

）

・
六
月
二
十
九
日

頃
日
於
難
波
新
地
勧
進
大
角
力
興
行
有
之
。
今
日
四
日
目
、
御
蔵
元
案
内
ニ

而
見
物
罷
越
。
昼
後
雨
ニ
な
り
止
。
後
席
河
作
行
。

・
七
月
二
日

四
日
目
角
力
雨
天
ニ
而
相
止
候
付
、
今
日
又
々
御
蔵
元
案
内
ニ
而
見
物
罷

越
。

・
七
月
三
日

五
日
目
角
力
、
天
忠
案
内
ニ
而
見
物
罷
越
。
後
席
河
作

・
七
月
四
日

六
日
目
角
力
、
長
田
案
内
ニ
而
罷
越
。
後
席
右
同
。

・
七
月
六
日

八
日
目
角
力
、
御
蔵
元

後
日
之
案
内
ニ
付
、
昼
後

罷
越
。



こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
伺
う
と
こ
ろ
、
晴
天
十
日
で
開
催
さ
れ
る
勧
進
相
撲
の
期

間
中
に
計
五
回
の
見
物
に
出
か
け
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
は
、
御
蔵
元
を
中
心

に
様
々
な
人
物
が
誘
い
か
け
て
き
て
お
り
、
打
ち
出
し
後
は
、
芝
居
見
物
の
後
に

も
利
用
し
て
い
た
河
作
へ
出
向
い
て
飲
食
を
し
た
模
様
で
あ
る
。
相
撲
見
物
も
、

能
や
歌
舞
伎
と
同
様
に
重
要
な
接
待
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
感
じ
ら
れ

る
。
な
お
、
天
保
年
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
時
の
勧
進
相
撲
興
行
の
場
で
あ
る
難

波
新
地
が
、
最
も
頻
繁
に
勧
進
相
撲
の
開
催
さ
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
勧
進
相
撲
に
つ
い
て
は
、
惣
年
寄
永
瀬
七
三
郎
の
天
保
十
一
年
の

公
私
日
録

に
も
次
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
惣
年
寄
が
公
務
と
し
て
の
見
分
を

通
じ
て
、
相
撲
と
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

・
七
月
二
日

一
、
難
波
新
地
相
撲
四
日
目
、
七
三
郎
当
番
ニ
付
出
役
。

・
七
月
五
日

一
、
昼
後
難
波
新
地
相
撲
七
日
目
、
七
三
郎
出
役
。

・
七
月
七
日

相
撲
九
日
目
、
当
番
ニ
付
出
役
致
候
。

福
岡
藩
の
大
岡
は
計
五
日
間
見
物
に
出
か
け
て
い
た
が
、
い
っ
ぽ
う
永
瀬
は
三

日
間
見
分
に
出
向
い
て
い
る
。

も
う
一
例
の
勧
進
相
撲
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五

）
の
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら

は
天
満
の
砂
原
屋
敷
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
八
月
六
日
の
詰
方
日
記
に
次

の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

天
満
沙

（
砂
）

原
屋
敷
ニ
而
、
去
ル
朔
日

角
力
芝
居
始
。
当
年
ハ
中
角
力
ニ
而
評

判
不
宜
、
見
物
少
く
候
よ
し
。

こ
れ
も
勧
進
相
撲
で
あ
る
の
で
、
十
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る

が
、
文
中
に
も

中
角
力
ニ
而
評
判
不
宜
、
見
物
少
く
候
よ
し

と
、
力
士
の
顔

触
れ
が
弱
く
評
判
が
悪
く
て
見
物
客
が
少
な
い
様
子
が
語
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に

詰
方
日
記
に
は
こ
の
八
月
六
日
し
か
相
撲
の
話
題
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も
こ
の

記
事
内
容
で
は
大
岡
が
実
際
に
足
を
運
ん
だ
か
ど
う
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
大
岡

自
身
が
あ
ま
り
魅
力
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
折
の
相
撲
に
つ
い
て
は
永
瀬
の
嘉
永
三
年

公
用
私
用
日
記

八
月
六

日
、
九
日
、
十
五
日
に
記
事
が
あ
り
、
こ
の
時
期
が
雨
天
に
見
舞
わ
れ
て
日
程
が

順
調
に
消
化
し
な
か
っ
た
様
子
が
伺
え
る
。
以
下
は
永
瀬
の
日
記
で
あ
る
。

・
八
月
六
日

今
日
相
撲
出
役
番
有
之
候
処
、
雨
ニ
付
日
送
り
申
出
候
事
。

・
八
月
九
日

一
、
八
ツ
時
頃

天
満
砂
原
屋
敷
へ
勧
進
相
撲
出
役
致
ス
。
雨
天
ニ
付
、
七

ツ
時
過

角
力
相
止
候
事
。

・
八
月
十
五
日

一
、
昼
後
天
満
砂
原
屋
敷
へ
相
撲
へ
出
役
。
倅
・
物
書
者
勘
兵
衛
召
連
候

事
。

や
は
り

史
料
集
成
江
戸
時
代
相
撲
名
鑑
（
上
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
折
の
相

撲
は
七
月
吉
日
よ
り
天
満
砂
原
屋
敷
で
晴
天
十
日
と
い
う
予
定
の
勧
進
相
撲
で

あ
っ
た
の
で
、
初
日
が
当
初
の
予
定
よ
り
ず
れ
こ
ん
で
八
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
二
件
の
勧
進
相
撲
に
か
か
わ
る
記
事
も
、
そ
の

浪速詰方日記 芸能関係記事の考察



時
々
の
、
主
要
な
相
撲
開
催
地
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
詰
方
日
記
に
見
ら
れ
る
芸
能
関
係
の
記
事
を
取
り
上
げ
、
考
察
を
加
え

た
。
近
世
末
期
の
諸
芸
能
が
、
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
た
か
の
一
端
が
、
一

人
の
蔵
屋
敷
の
武
士
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の

中
で
、
現
在
は
と
も
す
れ
ば
研
究
分
野
の
細
分
化
の
た
め
に
忘
却
さ
れ
が
ち
で
あ

る
が
、
当
時
の
武
士
も
、
能
楽
を
中
心
と
し
つ
つ
も
芝
居
か
ら
見
世
物
に
い
た
る

ま
で
、
多
彩
な
芸
能
を
享
受
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
認
識
で
き
た
か
と
思
う
。

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
見
物
は
接
待
と
い
う
饗
応
と
も

強
く
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
が
伺
え
た
。
こ
の
点
も
、
現
在
の
芸
能
史
研
究
に
お

い
て
は
、
と
も
す
れ
ば
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
部
分
で
あ
る
が
、
当
時
の
芸
能
享
受

の
一
側
面
と
し
て
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（

）
拙
稿

大
坂
の
惣
年
寄
記
録
に
み
る
能
記
事

公
私
に
お
け
る
能
と
の
か
か
わ

り

（
大
阪
大
学
演
劇
学
研
究
室

演
劇
学
論
叢

第
五
号
）。
こ
こ
で
主
な
考

察
対
象
に
し
て
い
る
の
も
、
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
蔵
の
文
書
で
あ
る
。

（

）
小
林
健
二
氏
編
著

沼
名
前
神
社
神
事
能
の
研
究
（
和
泉
書
院
、
一
九
九
五

年
）
に
よ
る
。

（

）
浮
世
見
聞
集

に
つ
い
て
は
筆
者
は
不
詳
で
あ
る
が
、
幕
末
大
坂
の
諸
事
項
を

書
き
留
め
た
見
聞
記
で
、
能
や
歌
舞
伎
の
番
組
も
一
部
分
が
写
さ
れ
て
控
え
ら
れ

て
い
る
。

（

）
河
作
は
宮
本
又
次
氏

大
阪
の
蔵
屋
敷
と
蔵
役
人

（
大
阪
の
研
究

第
三

巻
）
で
は

南

の
一
流
の
茶
屋
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（

）
伊
原
敏
郎
編

歌
舞
伎
年
表

は
こ
の
公
演
を
正
月
十
八
日
か
ら
と
す
る
が
、

典
拠
は
不
明
。
翌
年
正
月
の
役
者
評
判
記
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（

）
近
来
年
代
記

に
は
弘
化
年
間
に
大
坂
で
樋
口
弥
多
（
太
）
丸
、
橘
美
根
丸
の

一
座
が
興
行
し
た
記
録
が
見
え
る
が
、
多
田
丸
に
つ
い
て
は
未
詳
。

（

）
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
に
こ
の
興
行
番
付
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
確
認
済
。

付
記史

料
の
閲
覧
に
際
し
て
は
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
を
は
じ
め
、
阪
急
学
園
池

田
文
庫
、
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
の
ご
厚
意
を
得
た
。
ま
た
、
小
松
原
家
の
参
考
文

献
は
天
野
文
雄
先
生
、
大
坂
名
所
一
覧
記

は
内
海
寧
子
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た

（
な
お
、
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
山
崎
勝
昭
氏
の
私
家
版
に
よ
る
翻
刻
も
あ
る
）。
末
尾

な
が
ら
記
し
て
深
謝
し
ま
す
。


